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文学的文章における 内容理解を深めるための 指導法の工夫 
一 音読指導を通して 一 

浦添市立当山小学校 上 地 南 美 

[ 要 約 ] 

本研究では、 授業の中に積極的に 音読を取り入れ、 音読表現の意図を 交流し台 ぅ 中で内容の理解が 深 

まるであ ろうと考え、 読みを深めるための 音読指導の工夫を 試みた「手立てとして、 フラッシュカード 

で 言葉の練習を 繰り返し、 ワークシートに 記述した音読の 工夫をもとに、 各自の読みを 交流し台 3 場を 

設けた。 文学的文章における 音読活動は、 3 年生の子ども 達にとって人物に 同化しやすく、 相互の音読 

を 聞き合 う ことによって 内容の理解が 深めら ォし、 確かな読みにつなげることができたと 考える。 

  口音読 口内容理解 コブラツシュカード、 ロワークシート ロ 交 、 流 

Ⅰ テーマ設定の 理由 ことが好きかⅡという 問いに対して ， 3 8 人中 

学習指導要領では ，国語による 表現力と理解 力 1 5 人が「きらい」と 答え、 1 5 人が「まあ まあ 」 

を 育成すると共に ， 互いの立場や 考えを尊重しな と答えている ，その理由としては「はずかしいか 

がら言葉で伝え 合 う 能力の育成を 重視して，新た ら」「文を読み 違えるから」があ げられている。 

に 「伝え合 3 力を高める」ことを 目標に位置づけ また，「すき」と 答えた子は 8 人で，その理由に 

ている - 国語科における 伝え合う カ とは，互いの 

立場や考えを 尊重しながら 言語を通して 適切に表 

現したり，正確に 理解したりする 力であ る。 

「読むこと」の 領域での伝え 合 3 カとは，友達 

との交流において ，叙述を基に 考えを深め合 う 中 

で意見の違いを 実感し，それによって 自分の考え 

を見直すきっかけにつながる 読みであ ると明記さ 

れている。 ( 文部省工学習指導要領解説 国語 編 Ⅲ 

3 . 4 年生になると ， 自分の考えをあ る程度も 

って文章を読むことができるようになる。 しかし， 

勝手な理解が 目立ち始めるのもこの 時期にあ ると 

言われている。 その原因は ， 読み誤りにあ ると考 

える - 黙読では気づかなかった 漢字や仮名の 読み 

「上手に読めるから」「みんなから 拍手がくるか 

ら」と答えている ，このことから 音読は，どの 子 

も生き生きと 取り組める手立てを 工夫しすらす 

ら 読めるよ う にすれば自信につががり ，十分楽し 

める活動であ ると考える。 

子ども達は一人ひとり 育った環境や 言語に対す 

る スキルのちがいなどにより 表現のちがいがでて 

くると考える「音読を 通して，なぜ ，その読み方 

( 表現 ) をしたのか理由を 説明し自分の 考えや 

友だちの良さを 伝え合 う ことで違いを 認め，また， 

友達の表現から 自らの読みをふり 返り ， 聞き手を 

意識した音読をすることで 読みの集中が 高まり， 

いっそ う 内容理解が深まるであ ろうと考える ， 

誤りが，一話一 話 正確に音読することで 気づき， これまでの私の 指導の在り方は ，三蹟探しの 字 

また，音声として 発声することで 句読点の必要性 習 になりがちで ，子どもの多様な 考えや感じ方を 

を感じ，言葉を 意味のまとまりとしてとらえやす 統一化した言葉でくくってしまいがちであ った。 

くなると考える。 また，文学的文章における 音読 また，音読の 取り上げ方としては ，導入時の学習 

活動は，登場人物の 気持ちを想像しながら 読むの 範囲の確認のためのものと ，学習の終わりの 段階 

で ( イメージング ), 3 年生の子どもたちにとっ でのまとめとしての 表現読みが多かったが ，展開 

て 人物に同化しやすく ，内容理解のためには 音読 の段階で積極的に 音読を取り入れ ，一話一文を 正 

が 効果的であ ると考える。 確に読みとり ，表現の工夫について 話し合うこと 

学級の子どもたちにアンケートで 音読に対する で内容の理解を 深めていきたいと 考えた。 

意識調査を行ったところ 丁 みんなの前で 本を読む 
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Ⅱ 目指す子ども 像 

叙述を基に、 言葉にこだわった 表現の工夫を 

通して自分の 読みをふり返り ， 確かな読みとりが 

できる 子 。 

m  研究の目標 
文学的文章において ，内容理解を 深めるための 

音読の指導方法を 研究する。 

W  研究の仮説 
1  基本仮説 

文学的文章において、 音読の指導法を 工夫 す 

ることによって、 内容理解を深めることができ 

るであ ろう． 

V  研究構想、 

2  作業仮説 

(1) 導入の段階にフラッシュカードで 新出漢字 

の読み仮名を 提示したり、 読みづらい文や 意 

味 のわからない 言葉の読み練習をしたりする 

ことで、 読みへの抵抗がなくなり、 言葉や文 

を正確に読むことができるであ ろう。 

(2) 一人読みの場で ，事前にワークシートに 音 

読の工夫を書き 込む作業を取り 入れることで 

叙述に戻り、 根拠になる言葉や 文に着目し、 

自分なりの読みができるであ ろう。 

(3) 交流する場で ， 読みの工夫の 意図を発表さ 

せることで、 他者の読みに 触れ， 自分の読み 

をふり返り、 聞き手を意識した 読みができる 

であ ろう「 

        

目指す子ども 像 

叙述を基に、 言葉にこだわった 表現の工夫を 通して自分の 読みを 

ふり返り ， 確かな読みとりができる 子       
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基本仮説 
文学的文章において、 音読の指導法を 工夫することによって、 内容理解を深 

めることができるであ ろう，   

  

作業仮説 (n 作業仮説 (2) 作業仮説 (3) 
導入の段階に ブ ラ、 バン ユ カ 一 一人読みの場で ，事前に ヮ 交流する場で ， 読みの ェ 

ド で、 新出漢字の読み 仮名を提 一 クシートに音読の 工夫を書 夫の意図を発表させること 

示したり、 読みづら ぃ 文や意味 き 込む作業を取り 入れること で、 他者の読みに 触れ ， 自 
のわからない 言葉の読み練習を で叙述に戻り、 根拠になる 言 分の読みをふり 返り、 聞き 

したりすることで、 読みへの 抵 葉や文に着目し、 自分なりの 手を意識した 読みができる 

抗 がなくなり、 言葉や文を正確 読みができるであ ろう。 であ ろう「   

に 読むことができるであ ろ 弓ノ @   

22% - 2   



  

研究内容 
1, 音読の意義と 効果 

2, 確かな読みに っ なげる内容理解のための 音読指導の工夫 

3, 子どもが生き 生きと取り組めるための 手立ての工夫 
  

授業実践 

研究の成果と 課題 

V  研究内容 音読を発表することならできるという 子どもは 少 

1, 音読の意義と 効果 なくな い ・音読は、 だれでも参加することができ 

「読むこと」とは、 記号としての 文字を機械的 る 活動であ り、 自分なりの読みをすることで 生き 

に 読むのではなくて、 文字で表されている 言葉の 生きと活動できるのであ る。 

意味を読むことであ る，このことから、 平仮名を 読み手の感じ 方や考え方は「音読」に 表れると 

読めるから書いてあ る文を読めるということには 言われている「聞き 手は読み手の 音読を聞き、 場 

ならない「つまり、 「ひろい読み」をするの ほ、 面の様子を想像する - そして、 さらに、 こ う 読ん 

文字の音だけを 読も う としているわけで、 意味を だ方がもっと 場面の様子や 登場人物の気持ちが 表 

もつ言葉のかたまりとして、 文字をとらえていな れるのではないかと 思考しながら 読む。 この時 、 

いということになる。 読み方の根拠を 明らかにするため、 会話文以覚の 

よって書かれている 文章をしっかり 読めるとい 文章にも気を 付けながら読み、 言葉や文章表現に 

ぅ ことが、 確かな読み ( 内容理解 ) につながると 着目するであ ろう，このように、 お互いの読みを 

考える         比べながら内容理解を 深めていくことができるの 

個々に応じた 指導を行 う 場合、 黙読では読めて であ る   

いるかどうかわかりにくく、 誤読も発見されにく 音読は ， 読み深めていく 上でも効果的な t, ので 

いことから、 子どもの実態把握がしにくい - よっ あ る 

て ，効果的な指導は 難しいと考える。 その点音読 ㎝音読を読み 取りにど う 生かす 尤 ， J Ⅰ一部引用 ) 

は ，一人一人の 読みを確かめながら 進められるの 

で、 一 詔一語を正確に 読む 力 が育てられると 考 え 2, 確かな読みに っ なげる内容理解のための 音 

る 。 読 指導の工夫 

昔が 化することで、 意味が分からない 言葉や読 (1) 一次 

めない漢字、 読み誤り ( 意味を考えるとおかしい 読めないことには 内容の理解は 難しい，まず 

こと ) に気づき、 意味理解のために、 何回も声に は、 読めるようにすることであ る。 

出していく う ちに前後の関係がはっきりしてきて 子どもたちは 音読することで 読めない漢字に 気 

筋 がわかってくる ，音声化することで、 言葉とし づく「子どものやる 気を持続させるためには、 既 

ての意味を持っのでイメージが 広がるのであ る       習 ・朱音にこだわらず、 すぐに教えるのが 望まし 

また、 読みとりが十分ではなかった 子どもも， 友 いと考える。 既習の漢字でも 読めないことに 気づ 

だちの音読を 聞くことで意味が 明確になり，読み いたその時が 学習のチャンスだと 考える。 

の 共有化が図れると 考える       一読で内容の 大体を理解できる 子もいるが、 「 ひ 

さらに、 自分の考えを 説明することは 苦手でも、 ちい 読み」 ( 文字の音だけを 読む ) で、 読むだけ 

  3  - 23 ワ 



で 精一杯という 子もいる。 そこで、 初発の感想を 

ワークシートに 一覧表にして 発表し合う「それに 

よって情報が 共有でき、 読み取りが十分でなかっ 

た 子どもにとって 有効だと考える。 ( 友だちの感 

想の中から粗筋の 大体をつかむことができるであ 

ろう。 ) まだ、 話し合いの中で、 簡単に解ける 疑 

問は解く ( 読み取った子が 答える ) 事で、 学習課 

題をしぼっていける 

ら
 
め
 
入
 
、
 
込
 

 
 カ
 

円
札
Ⅱ
 

圭
由
 

｜
 

L
)
 

 
 
，
 

の
 
物
 
人
 
場
 
登
 
こ
 
 
 

き
コ
て
 

ム
，
 

ヱ
 
Ⅱ
 

ま
 
｜
 
@
 

次
材
 

二
教
 

）
 
，
子
 

"
 
」
 

2
 

文
 

 
 

られず、 ど う 読んでいいのか 戸惑 う 子には、 キー 

ワードをおさえさせ、 自分の読みへと 導いていき 

たい，そ う することで、 交流の場では、 自分なり 

に 解釈した自分なりの 読みが、 友だちの読みとど 

う遠 さめかしっかり 聞こ う とするはずであ る。 

子どもたちは、 友だちの音読の 工夫の意図の 説 

明から自身の 読みをふり返り、 内容の理解でも 相 

互の音読を聞き 合っで深化させることができるの 

で ，より確かな 読みに っ ながると考える。     

学習のまとめとして、 音読のよさを 見つけ、 そ 

れを伝え合 う 事で、 読み手の読みに 対する意欲が 

れている．言葉で 説明するより 音声による表現が 

全てを語り尽くす 場合も少なくない。 その場合、 

「ど う 音読すればいい cf) か 」聞き手を意識してい 

るだけに、 手がかりになる 文脈をさぐる ノ、 要が出 

てくる 音読により読み 深めのきっかけをつくる 

ことができるのであ る - 

まず、 一人読みで、 叙述にもどり 根拠になる文 

を探すことで 自分なりの読みに 理由付けができ、 

高まり、 自ずとしっかり 読も う とする活動へつな 

がる。 音読では、 しっかりと聞いてくれる 聞き手 

の存在は重要なのであ る「 

(3) 三次 

学習後の感想をまとめるときは、 自分の視点か 

らだけではなく、 主人公や登場人物の 視点からま 

とめると、 作者や作品について 考えが深まり、 内 
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初発の感想の 

発表 

Ⅰ   
にして情報の 共有を図る     

1 コ Ⅰ 荻 ， イ ，ⅠⅠⅠ， フ ， 一 ，ファイノフ ，Ⅰ 

七
ヤ
 

-
-
-
 

肌
 

土
日
 

Ⅰ 1 Ⅰ 

テ フラッシュカードで 新出 - つ                                                                                     
漢字の読み仮名を 提示する ;  なくなる 

  

  

ヌ 7   4 - 



』』 ( 繰り返し毎時間指導する )   """"""""""""""""/ ⅠⅠ 7/J ⅠⅠ / ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ / ⅠⅠ ク / メ 
  

学習範囲の つ めあ ての確認、 をする - づ 

音読 
    

  

一人読み   
次 工夫を書き込ませる   

工夫した部分 日 自分の読みと 比べ づ に 、 音読の工夫の "1"1" 一 "J"I"J"I"J"t 意図の説明 Ⅰ 
の音読 ながら聞く 

    

学習のまとめ づ 友だちの音読の - つ 

よさを伝え合 う   

  

づ ・ ワークシートは 吹き出 
      学習後の感想、 「 、   

点から感想が 書けるよ う 

次 好きな場面の にする。 

  音読 録音して聞く。 

3, 子どもが圭 - き 生きと取り組めるための 練習をする「フラッシュカードを 活用して、 書い 

手だての工夫 てあ る言葉を素早く 読む練習方法があ る   

読みの苦手な 子は読んでいる 文字にしか目が い 

っていないため、 句点や読点までの 文を指ではさ 

め み、 スラスラ読めるまで 連れ読み ( 手本の範読の 

方は ついて説明するより、 子どもたちには 分かり 後を追いかけるよ う に読む ) を 繰り返すと、 一気 

やすい。 上手な読み方を 知っていると、 イメージ に読も う とする心が働き、 目の動きがすばやく ね 

形成したり、 お互いの読みを 高められる。 また、 ってくる「句読点までほ、 一目で読も う とする 目 

これから自分が 読も う とする文章の 読めない文字 の動きが生まれてくる。 そ う すると調子よく 読め 

をあ らかじめ自分で 知ることができる     るようになってくる     

「たどり読み」をする 子は、 一字一字は読める めていない子が「読める・」 と思っていたり す る 

ものの、 言葉としてのまとまった 読みができない ことがあ る - そんな時「読みにくいところをさが 

子であ る。 この ょう な子どもの場合は、 一目でで してごらん。 」と問いかけた 方が能動的な 姿勢を 

きるだけ多くの 文字をとらえるための 眼球運動の つくる     

  25 



二人ずつが べア になり、 二人の位置を 少し 離 

して (3 々 叫 ル程 ) - 人ずっ音読し 合 う ，「私が読 

んだ声は聞こえましたかⅡとの 問いに、 F よく 

聞こえました     コ とか f も う 少し大きな声でお 願 

い します』などと 答えるのであ る「つまり、 読 

むということは 自分だけが分かればよいのではな 

くて、 相手があ り、 その相手を意識し、 相手に分 

かるよ う に読むことが 大切なのだとわ 力， 、 らせる， 

この方法は 、 子どもにとって 必然性が生まれるの 

で効果的であ ると考える， 

読むときは、 漠然と読むのではなく、 P ど う読 

むのか』自分で 考えながら読む。 音読記号をつけ 

ることにより、 自分なりの読みを 確保できる @ ま 

た、 簡単に表せるのでどの 子でもすぐに 取り組む 

ことができる " それぞれにふさわしい 読みの練習 

を自ら進めさせていくのに 有効であ る。 

音読させたとき、 「・・・のところの 様子がよ 

く分かったよ」 「声がここまで 届いたよ。 」「そ 

こはもっと問をあ けるといいねⅡなど、 子ども 
がよく分かる 言葉 で 評価する。 

みんなの前で 読んだ子の読み 方について、 自分 

が居ったことをその 子に伝える。 初めは単に「 声 

が 大きくてよかった「」でもよい。 「 00 を強く 

読んでいたのでよかった ， 「 00 のところを強く 

読んでいたので、 本当にうれしいというのが 伝わ 

ってきてよかった‥」 など、 回を重ねるごとにそ 

の子なりの具体的な 評価になるであ ろうと考え 

る． 

お互い同士の 適切な助言は、 その子の字習を 進 

展させる「そ う する中で聞く 耳が育ち、 自分の音 

読を変容させ、 深めることができる - その変容 し 

た音読を通して、 登場人物の心情や 場面の展開を 

理解することができると 考える。 

自分の読む声を 録音して自分の 耳で聞く。 

聞き手として、 自分の声を確かめられると 同時 

  友だちの読みとも 比べられるので、 声の大き 

さや読み方などを 客観的にふり 返ることができ 
  
る 

白らの読みを 変容させる手がかりになると 同時 

に 、 聞く耳を育てることにもっながると 考える。 

群訪 はリズム感があ り、 楽しさも重なり、 大き 

な 声を出すことが 容易で、 発声練習にもつながる ， 

さらに、 友だちの読みを 聞き合 う 中で、 また、 一 

緒に読むことで、 表現読みの 力 がっくことも 期待 

される」 

群訪 は 、 声を出すのが 苦手な子でもバループの 

声に混じって 声を出すので、 気持ちが楽になって 

くる。 声に出すことの 抵抗と障害をなくし、 音声 

化自体を楽しむことができる ， 

新出漢字は、 その場面の学習範囲の 時間内に練 

召 させ、 おさえさせる。 読めてからの 書き練習の 

方が必然的で、 抵抗無く取り 組めるであ ろう。 ス 

ムーズな読みから、 文や文章の書き 込みができる 

ことが、 より適切な内容理解にっながると 考える「． 

その場面のキープードは、 その場面の主題のお 

さえにつががり、 その子なりの 工夫した音読の 手 

がかりになり、 適切な内容理解につながると 考え 

る（、 

(  7 音読で国語 力 を確実に育てる』 

『音読・朗読による 国語教室』一部引用 ) 

ク百   6 - 



W  授業実践 

1, 単元 名 言葉が生まれる 

2, 教材 名 消しゴムころりん 

3, 単元目標 

(1) 主人公の気持ちを 場面の移り変わりに 応じ 

て 想像しながら 読むことができる。 

(2) 叙述を基に 、 読み方の根拠をおさえ、 場面 

の様子や人物の 気持ちなどが、 聞き手にも 伝 

わるよ う に音読することができる。 

(3) 読みの違いや 工夫に気づき、 友だちの良さ 

を認めながら、 一人一人の感じ 方や表現に違 

い のあ ることに気づくことができる。 

4, 単元について 

( [ ) 学習 材は ついて 

やもりがくれた 不思議な消しゴムに 戸惑いな 

がらも、 自分の本当の 気持ちに気づいていく 女 

の子の姿を描いた 生活ファンタジ 一作品であ る， 

もともと消しゴムは、 間違ったことを 消す役 

割があ る「でも、 やもりからもらった 消しゴム 

は、 ま らがったこと ガ j. らだヶ を 滞オ のであ る。 

私がどう思っていようが、 - 実のみを残 そ 

んな消しゴムに 戸惑いながらも、 自分の気持ち 

に 気づいていく 「さおり」の 変容が、 この物語 

の中心になる     

ゆきひろの態度に「むっとしていた」さおり 

だが、 やもりと出会い、 白い消しゴムをもらっ 

たことで、 白い消しゴムを 穴に落としたゆきひ 

ろに「首をすくめて 笑 う よさになった」のであ 

る " 

『今も昔も子どもたちは 対人関係で傷つく " 

けれども、 育っのもまた、 対人関係なのであ る。 

とげとげ しい言葉を口にする 子どもも、 傷つか 

ないために本当の 気持ちを隠す 子どもも、 本当 

は誰かを、 みんなを 、 好きになりたいし、 誰か 

に 、 みんなに、 好きになってもらいたいと 思っ 

ている。 それは、 まちがいないことだⅡ と作 
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者の岡田淳さんは 述べている． 

作品の設定は、 実際にほあ り得ないことでは 

あ るが、 自分の生活でも 起こり ぅる 出来事の中 

に 変わっていく「さおり」の 気持ちの変化をと 

らえさせ、 人間理解を深めさせていきたい。 

(2) 児童について 

入門期の頃 、 文字を知り、 教科書や絵本の 

文字が読める 喜びで目を輝かせ、 - 字ずっ声を 

張り上げて精一杯音読していた。 

しかし、 3 . 4 年生の頃 になると、 読むこと 

にも意欲を示さなくなり、 休み時間は大きな 声 

を張り上げている 子も声が小さくなり、 指名さ 

れれ ば 棒読みの音読をする 子も少なくない ， 5 

・ 6 年生ともなればその 姿はさらに目立ってく 

る 

音読に関するアンケートの 結果から、 大きな 

声で読んで、 、 る 子は 1 6% で、 すらすら読める 

子は 24% であ る「このことから、 自信を持っ 

て本を読んでいる ナ は少ないということが 分か 

る。 

説明文の単元 丁 めだか』を一文リレ 一読み ( 句 

点まで読む ) で読みの実態を 調べたところ、 た 

どたどしい読みや 指で 字 づらを追ってやっと 読 

める子は 4 3% おり、 初発の感想には、 本文か 

らかけ離れた 感想を書いたり、 要点がつかめず、 

すぐ分かる疑問を 書いている子が 多かった   ，そ 

れに対して、 すらすら読めた 子 ( 聞いていても 

意味がわかる 読み ) は 3 2% で、 要点をおさえ 

た感想が多かった ， 

このことから、 音読の上達が、 内容の理解に 

つながると考えられる @ 

(3) 指導について 

物語は 、 さおりに寄り 添って進められていく」 

直接会話する 場面は少ないものの、 さおりの 

言葉がわかりやすく、 歯切れのよい 表現になっ 

てちりばめられている． 

初発の感想では、 「やもりがくれた 消しゴム 

の不思議さ」についての 感想が多くなるであ ろ 

うと予想、 され，るが、 『やもりはなぜ、 さおりに 

消しゴムをあ げたのか コ やもりのねらいについ 

フ
ァ
 



て 話し合う中で、 さおりの気持ちの 変化に着目 

させ、 場面の様子が 分かるよ う に音読する と 

で、 理解を深めていきたい - 

さおりの言葉を 工夫して読むためには、 なぜ 

その読み方にしたのか、 手がかりになる 地の文 

にも着目する 必要があ る。 いつでも文章にふり 

返り、 叙述を基にした 読み方の工夫を 意識させ 

た い - そ う することで、 一諾一文を正確に 読み 

取る必然性に 気づくことができるであ ろう。 

5, 単元計画 (9 時間 ) 

手立てとして、 フ一 。 シュ 一 。 で新出漢字 

や 読みにくい言葉、 重要語句の練習を 繰り返す 

ことで読みへの 抵抗を無くし、 ワークシート ・ⅠⅡ @@ 

音読の工夫を 書き込むことで 叙述に目を向けさ 

せ 、 交流で他者の 読みにふれることで 自分の読 

みを振り返らせ、 場面や人物の 様子を樺 、 ぃ 浮か 

ばせながら文章を 読み取らせて い きた い 。 

H  l 学習目標 学習活動 l ⑥評価 女 支援 ・留意点   仮説の検証 

一 I 

次   

のノり 

  

3 

  
  

4 

次 

丁 消しゴムころり 

A Ⅱの範読を聞き、 

感想、 を持っことが 

できる． ， ． 

初発の感想、 をも 

とに、 物語の大筋 

をとらえることが 

できる． 

学習のめあ てを 

持っことができ 

る， 

消しゴムを落と 

した時のさおりの 

気持ちがわかるよ 

う に音読すること 
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初
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す
 

，
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，
 漢
二
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口
 

1
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1
 
2
 

2
 

Ⅰ
 

2
 

1
 

廿 題名や挿絵から、 物語の内 

容を予想はぜ、 興味を持た 

せる。 

⑨自分の感想、 を持っことがで 

きたか。 

( ノート、 発言、 つぶやき ) 

[ 関 ・ 意 ・ 態 ) 

七一人一人の 初発の感想を 一 

賀表にして、 発表すること 

により、   清 報の共有を図り、 

大まかな粗筋を っ かませ 

る 

昔 フラッシュカードで 新出 漢 

字の読み仮名を 提示する。 

⑥一人音読で 読めない文字に 友 7 
気 づき、 進んで調べ、 通読 読めない漢字に 

しょうとしているか。 ふりがなを打ち、 

( 音読している 様子 )  通読できたか [ 関 ・ 生日い り 朋、 & Ⅱ 三 Ⅰ ( 音読 ) 

⑥学習課題を 考え、 学習の見 

通しを持っことができた 

か 。 ( 発言・つぶやき ) 

[ 関 ・ 意 ・ 態 ] 

・一読後、 大まかに出来事の 友 J 

順序を板書で 整理する     自分が読みたい 範 

囲を抜き出し、 読 

みの工夫を書き 込 

2 才 
- 8   



時 

  
  

次 

  

5 

  

6 

 
 習
る
 

で
 

 
 
明
ル
 

標   

やもりと出会 

い、 白い消しゴム 

をもら ぅ ことにな 

ったさおりの 様子 

がわかるとうに 音 

諒 するこ とができ 

る， 

学習活動 l ⑨評価 女 支援 ・留意点、 @  仮設の検証   
1, 場面の様子を 想像して 

音読記号をつけ、 読みの 

工夫をする。 

2, 工夫した部分の 音読を 

発表する。 

3, 本 時の学習場面を 音読 

する。 

女 戸惑っている 子には、 「む 

っとした」の 文を手がかり 
に、 ワークシートに 音読記 

号や書き込みをするよ う 助 

言する。 

・できるだけ 多くの児童に 音 

読させる「 

・ワークシートで 理解を確か 

める。 

⑨さおりのいらだった 気持ち 

や、 そのわけを読み 取り、 

工夫して音読することがで 

きたか、 ( ワーク、 音読 ) 

[ 読む ] 

  女 録音して聞かせ、 自分の読 

    みを確かめる。   

むことができたか。 

( ワークシート ) 

友 2 

根拠になる文をお 

さえているか 

( 発表，ワーク ) 

ク 3 

友だちの発表を 聞 

き、 自分の読みに 

生かそうとしてい 

るか。 ( 音読 ) 

課題 2 

やもりと出会ったとき 

のさおりの様子や 気持ち 

を想像しながら 読も う 。 

・ 一 ( ダッシュ ) は 、 さおり 

が心の中でやもりに 話しか 

けている言葉であ ることを 

確認する。 
  
1. さおりの様子がわかる   廿 さおりの様子がわかる 言葉 

あ
り
 
み
 

、
か
読
 

 
 し
手
け
 

り
を
 付
 
か
一
 

<
 
）
 

っ
ど
号
 

び
な
 
記
 

（
 
て
詰
訓
 

葉
て
 土
日
 

言
わ
に
 の 工夫をする。 

2, 工夫した部分の 音読を 

発表する。 

3, 本 時の学習場面を 音読 

する。 ( 役割読み ) 

  

課題 3 

やもりから白い 消し 

ゴムをもらう 時のやも 

りやさおり、 ゆきひろ 

の様子を想像しながら 

十
戸
 

-
5
d
 

尼
 
ア
了
三
 

f
 

か
昔
す
 

引
 
に
二
Ⅰ
 
口
 

な
 
り
 
助
 

 
 ラ
手
る
 

一
 を
す
 

ダ
れ
 
を
 

ン
そ
夫
 

ア
、
エ
 

に
せ
の
 る 。 
⑨さおりの様子や 気持ちがわ 

かる よう に工夫して音読す 

ることができたか。 [ 読む ] 

( ワーク、 発言、 昔 読 ) 

・やもりの様子がわかる 文と 

さおりの様子がわかる 文を 

役割を決めて 読ませること 

で、 それぞれの行動を 整理 

させる。 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - . - - - - - - - - - - - . 

⑥やもりの動作の 内容がわか 

ったか。 ( 発表 ) [ 読む ] 

女 『さおりは、 またむっとし 

た 』のま上に着目させ、 Pg 

友 J, 2 

根拠になる文を 見 

つけ、 音読記号を 

書き込むことがで 

きたか・ 

( ワーク，発表 ) 

侮 3 

びっくりした、 あ 

わてて、 わぬ が ど 

きどきした、 それ 

ぞれの様子に 合 う 

読み方の工夫がみ 

られたか ( 発表、 

ワーク、 音読 )   
友 2, 3 

やもりとのそり 

取りの場面や 、 

  9 . 2 夕 
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 （
 捧
田
 

 
 

土
寸
 

 
 

次
 

一
 "
 

学習目標 

白い消しゴムを 

使う う ちに、 やも 

りのジェスチャ 一 

の本当の意味を 知 

ったさおりの 気特 

ちや様子を想像し 

ながら音読するこ 

とができる。 

学習活動 

読も う 。 

1 、 やもりのジェスチャ 一 

の内容を読み 取る， 

2, 読みの工夫をワークシ 

ートに書き込み、 発表す 
  

諒
 
-
 
-
 
-
 
。
 

土
日
 

を
 
面
 
場
 
学
習
 

の
 

 
 
る
，
す
 

3
 

課題 4 

やもりからもらった 

消しゴムを使って、 ゆ 

きひろに対する 本当の 

気持ちを知るさおりの 

様子を想像しながら 読 

もう。 

1, やもりからもらった 白 

い消しゴムは、 どんな消 

しゴム か 読み取る。 

2, 読みの工夫をワーク、 ン 

一ト に 書き込む       

3, 工夫した部分の 音読を 

発表をする。 

4, 友だちの音読の 工夫㏄ 

理由を予想、 し 、 発表する，   

5, 本 時の学習場面の 音詩 

をする「 

⑥評価 支 支援 ・留意点、 @  仮設の検証 l 
のゆきひろの 様子を振り返 

りながら読ませる「 

⑨ゆきひろに 対して、 ますま 

すいらだっているさおりの 

気持ちを読み 取ることがで 

きたか。 ( ワーク、 発表、 

音読 ) [ 読む ] 

ゆきひろに対す 

るさおりの気持 

ちを理解し、 表 

現の工夫がみら 

れたか。 ( ワー 

ク、 発表、 音読 ) 

丸 く ) は、 さおりが原稿用 

紙の裏 に書いた文字、 もし 

くは白い消しゴムで 消した 

文字なので、 板書で確認、 し 

ながら白い消しゴムの 本当 

の役割を知らせる。 

・学習場面が 広いので、 さお 

りの気持ちが 想像できる言 

葉だけを抜き 書き、 音読の 

工夫を書き込ませる」 ， 

・発表は音読だけ {. こ と ど ま ろ 

女友だちの読みを 聞き、 どう 

してその表現をしているの 

か検討することで、 スト一 

リ 一の展開を把握させ、 読 

みの工夫につなげるよう 助 

言する 

・新たに気づいたことは、 赤 

ベンで書き込ませる ， 

⑨さおりの気持ちが 表れるよ 

う に工夫して音読すること 

ができたか． 

( ワーク、 音読 ) [ 読む ] 

友ノ 

自分が読みたい 範 

囲を抜き出し、 読 

みの工夫を書き 込 

むことができたか。 

( ワ - ク ) 

友ノ 

読みの工夫の 根拠 

になる文を見つけ 

ることができたか ， 

( ワーク ) 

友 3 

読みのエ天の 理由 

が分かり、 自分の 

音読に生かそうと 

しているか。 

( 新たな書き込み、 

音読、 発表 ) 

J ひ -  10 - 



時 学習目木 票 学習活動 

ゆきひろへの 気 1, 二人が 、 席を立てない 

8 持ちに気づいたさ 理由を考え、 さおり とゆ 

おりの変容を 確か きひろの気持ちを 把握す 
  
  めながら音読する る     

ことができる。 2, さおりやゆきひろの 様 

子や気持ちを 想像しな ズり ; 

次 ら ワークシートに 読みの 

工夫を書き込む   

3, 友だちの音読を 聞き、 

良いところを 発表する。 

これまでの学習 1, 全文を通して 音読する。 

をふり返り、 感想、 

三 9 を聞き合 う こと 2, これまでの学習をふり 

で、 作品について 返り、 ワークシートに 感 

の 考えを深めるこ 想、 を 善き、 発表する。 

とができるよ う に 

次 する   3, 好きな場面を 音読で 表 

現する。 

4, 新出漢字の練習 

⑨評価 昔 支援 ・留意点 

古作品冒頭のさおりの 姿と読 

み比べることで、 さおりの 

変容に目を向けさせる - 

・友達の音読の 工夫を当てる 

だけではなく、 その工夫で 

解答者も同じ 範囲を音読さ 

せ、 違いに気づかせる。 

⑥さおりのゆきひろに 対する 
気持ちの変容を 音読で表現 

することができたか・   

( 音読 ) [ 読む ] 

古 さおり、 ゆきひろ、 やもり、 

それぞれの視点から 感想； り ; 

書けるワークシートを 用意 

し、 楽しくまとめの 感想 カリ ; 

書けるようにする 

⑥内容に沿って 感想をまとめ 

ることができたか。 

( ワーク ) M 書く ] 

Ⅹ新出漢字や 重要語句については、 学習範囲時にその 都度練習する         

仮設の検証 

友 J, 2 

自分の気持ちを 知 

ったさおりと・ 「や 

もりがくれたんだ 

ろ」 と思わず言っ 

てしまったゆきひ 

ろの動揺している 

様子を中心に 書き 

込んでいるか。 

( ワーク、 発表 ) 

友 3 

友だちの読みと 聞 

き比べて、 自分の 

読みを高めようと 

しているか。 ( 音読 ) 

友 3 

場面の様子を 想像 

しながら、 聞き手 

を意識した音読が 

できたか。 ( 音読 ) 

- 1 Ⅰ - 田 



6, 評価規準 表 『消しゴムころりん』 (9 時間 ) 
単元の評価規準 評価場面 ( 方法 ) 

    一のねら し   教材文を読み 心に残ったこ 

場面の移り変わりや 情景を叙述を 基 1  とについて話し 合う場面 

に 想像しながら 読み、 自分の考えをま ( ノート・発言・つぶやき ) 

とのたり、 様子がよくわかるように 昔   一人音読で、 読めない漢字、 

読 したりする   2 意味がわからない 言葉を調べ 

ながら読む場面 

[ 国語への関心・ 意欲・態度 ] 憶 ( 音読している 様子 ) 

①場面の移り 変わりや情景を 想像しな ・各場面の粗筋をおさえて、 

がら読み、 進んで人物の 気持ちを 発 3 , 学習計画を立てる 場面 

表したり、 場面の様子がよくわかる ( 発言，つぶやき ) 

ぅ よ に音読しょうとする。   消しゴムを落としたさおり 

4 の様子や気持ちを 読み取る場 

[ 話す・聞く能力 ] 団 面 ( ワーク・発言・ 音読 ) 

①互いの読み 取りや・感じ 方の相違点 や   やもりがさおりの 消しゴム 

共通点を考えながら、 進んで話した 5  を拾ってくるまでの 様子を読 

り 聞いたりする       み 取る場面 

む ( ワーク・発言・ 音読 ) 

[ 書く能力 ] 回   やもりからもらった 消し ゴ   

①文章を読んで 感想・を持ち、 書こ うと 7 ムで、 本当の気持ちに 気づ ぃ 

することの中心を 明確にしながら、 ていくさおりの 様子を想像し 

自分の考えをまとめる   ながら読み取る 場面 

( ワーク・発言・ 音読 ) 

[ 読む能力 ] 囲 

①場面の移り 変わりや情景を、 叙述を 

基に想 ・ 像 しながら読む - 

②友だちと交流する と ｜ よ @ 自分 

の 読み方や感じ 方を見つめ、 考えを 

深める     

③場面の様子や 人物の気持ちが よ く 伝 

わるよ う に音読する     本当の気持ちに 気づいたさ 

8 おりの変容を 前文と読み比べ 

[ 言語についての 知識・理解・ 技能 ] る 場面 

①その場の状況を 目的に応じて、 相手 ( ワーク・発言・ 音読 ) 

に 聞き取りやすい 音量や速さを 調節   学習をふり返り、 感想をま 

して発声・発音する ， 9  とめる場面 ( ワークシート ) 

( 表 n 

具体的評価目標 

W ①範読を集中して 開き、 心 
に 残ったところをノートに 書 

き、 発表する   

g ①読めない漢字に 気づき、 
進んで調べながら 通読しょう 

としている。 

m ①さおりの身に 起こった 出 

来事から場面を 読み取り、 発 

言しょうとする。 

議 ③さおりのいらだった 気持 

ちや、 そのわけを読み 取り、 

読みの工夫ができる。 

読 ③やもりの行動に 封 ずる さ 
おりのおどろきの 様子や 、 ゆ 

き ひろへのいらだちを 読み取 

り、 読みの工夫ができ る 

@g ①白い消しゴムと 自分の消 

し ゴムとで、 それぞれどんな 

ことが起こるのか 読み取る」 

( 発言・つぶやき )   
読 ③さおりの気持ちが 想像で 

きる言葉を見つけ、 心の動き 

を読み取る」   

Ei ②友だちの音読に 理由づ け 

をしながら、 さおりの変容を 

読み取る」 ( 発表・変容した 

り、 更に気づいた 書き込み ) 

m ③場面の様子がよく 分かる 
ような音読の 工夫ができる     

G,3 ①登場人物 め 視点で、 内容 
に沿って感想、 をまとめること 

ができる         

ヨヴ -  12 - 



( 表 2 

- ド分 満足できる (A) 

叙述にサイドラインを 引きな ガ ・ ら 範読を聞いた 

1 感想や疑問を 複数ノートに 書いたりして 自 
分の考えを発言しょうとし -C いる   

読めない漢字や 重要語句，難語句に 気付 

2 き、 自分なりの読みをしょうとしている。 

7
 

一
 

「
 
0
 
.
6
 

一
 

一
 

4
 

一
 

3
 

人物の気持ちや 出来事などを 手ががりに場 

面わけができ、 学習課題を立てることがで 

きる。 

み
 ）
 ぅ
 

文
よ
 

る
る
 

な
れ
 

拠
が
に
表
 

根
ち
 

  複数見つけ、 さ 

に音読する。 

おりの気持 

さおりの様子がわかる 言葉を複数見つけ、 

それ，らを手がかりに、 さおりの気持ちが 表 

れるとうに音読する。 

8 

9 

叙述に即して、 白い消しゴムで 消えた文字、 

残った文字がわかり、 白い消しゴムの 性質 

を読みとっている ， 

  

ワー・ ク、 ン @ トに 読みの工夫を 複数書き込 

み、 さおりの心の 動きを読み取ることがで 

きる， 

  

自分なりの解釈で、 友だちの音読の 工夫に 

理由づけができ、 さおりの変容を 読みとる 

ことができる。 

場
と
 

祭
文
 

人物の様子がわかる 言葉を見つけ、 前 

比べながら音読する ， 

内容に沿って 、 

る - 

感想、 をまとめること ができ 

おおむね満足できる (B)  @ 努力を要する ( C) 
静かに範読を 開いた 

えを一つぼ書いたり 

ようとしている ， 

り 、 感想や考 

して、 発言し 

範読 を 聞いている。 

読
ら
 

 
 

%
 
よ
 

みにくいところ」を 

、 自力読みしょう と L 

 
 
し
る
 

 
 

ゆ
り
 

人
か
 

の 気持ちや出来事な 

に場面わけができる ， 

どを 手 が 

さおりの気持ちがわかる 根拠にな 

る文を一 つは 見つけ、 発言するこ 

とができる， 

さおりの様子がわかる 言葉を見つ 

'   す   土   読 に生かそ ぅ としている   

く ) を手がかりに、 白い消し 

ゴムの性質が 整理できる。 

  
ワークシートに 読みの工夫を 書き 

込むことができる ， 

  

友だちの発表を 聞いて読みの 工夫 

の 理由がわかり、 さおりの変容を 

読みとることができる。 

登場人物の様 子 が ね ； 
  

、 る 言葉を見 

つけ、 昔 読 に生がそ ぅ としている         

心に残った部分を 中心に   

まとめることができる ， 

感想、 を 

字
で
に
き
 

漢
が
 

い
と
 

な
こ
 

め
っ
 

読
打
 

古
ヒ
 

な
 

 
 カ
 

@
 ふ

る
 

挿絵を手がかりに、 

な場面がわかる「 

大ま； 

  
友だちの発表を 聞いて、 ㎏ 

き ひろに対するさおりの 伎 

持ちがわかる「   
友だちの発表を 聞いて、 ぺ 

もりの行動に 対するさおり 

のおどろきの 様子がわ； 

る 。 

友だちの発表を 聞いたり、 

板書を見て 、 白い消し ゴヱ 

でどんなことが 起こりた 力 

わかる， 
  - - - - - - - - - - - - - , - - - - - - - - - - - - - - - 

挿絵のさおりの 表情に目を 

向けることで、 さおりの タ 

持ちを想像する」   

発表 ( 理由づけ ) を聞き、 

さおりのゆきひろに 対すそ 

本当の気持ちを 想像する・ 、 

友だちの発表を 聞いて、 さ 

おりのゆきひろに 対する ネ 

だかまりが消えたことが ォ 

かる。 
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7, 本 時の学習 (7/9 時 ) 

平成 1 5 年 6 月 2 0 日 ( 金 ) 

浦添市立 当山小学校 3 年 T2 組 

男子 21 名 女子 17 名 計 3 8 名 

(1)  目標 
白い消しゴムを 使う う ちに、 やもりのジェスチヤ 一の本当の意味を 知ったさおりの 気持ちや様子 

を 想像しながら、 音読することができる   

(2) 授業仮説 

①さおりの心情の 変化を表すく ) を板書で工夫することにより、 やもりのジェス チ ャ一の本 

当の意味や白い 消しゴムの性質に 気づくことができるであ ろう 

②ワークシートに 口分なりの読みの 工夫を書き込ませることで、 読みの意味づけが 整理でき、 進 

んで発表することができるであ ろう「 

③交流場面において、 友達の音読を 聞き、 読み 0 )T 。 夫の意図を考えさせることにより、 発表者の 

音読に耳を傾ける ノ 、 然 性が生まれ、 自分が読み取っていない 部分にも触れることになり、 スト 

一 リ 一の展開が整理でき、 読みの工夫につなげることができるであ ろう「・ 

(3) 授業の展開 

学習活動 廿 教師の支援 ●留意点 
1, フラッシコーカードで、 ●新出漢字 や、 読みづらい言葉 

言葉遊びをする   などをゲーム 的に読ませる   

導 2, 前 時までのスト 一リー 

の確認をする「 

入 3, 不時のめあ てを確認す 

る 

白い消しゴムを 使って、 本当の・気持ちを 知 

る時のさおりの 様子や気持ちを 考えながら 読 

も -   

4, 学習範囲を音読する - 女 内容が正確にわかるよさに、 

範読する・   
5, やもりからもらった 白 ● く ノ は 、 さおりが原稿用紙 

展 い 消しゴムは、 どんな消 の裏 に書いた文字、 もしくは 

閲 しゴムかを読みとる   白い消しゴムで 消した文字で 

あ ることを確認する。 - 

女 く ノ を板書で確認すること 

で、 白い消しゴムの 本当の役 

割とさおりの 気持ちの変化に 

気 づかせる手がかりにする。 

評価 仮説の検証 

⑨新出漢字が 読め 

るか 

⑥文字を言葉とし 

てとらえることが 

できるか         

⑥学習のめあ てを 

っ かむことができ 

たか。   

  

⑨白い消しゴムで 

どんなことが 起こ 

るのか読み と る 

とができたか。 

( 発言、 つぶやき ) 

  ヌダ - 14 - 



  

展 

開 

  

ま 

レ Ⅰ 

め 

  

学習活動 

ソ
 

  発
 

ク
 

 
 
土
日
 

 
 

の
 

ワ
 

分
 

な
 
む
 

 
 Ⅰ
 
丘
 
円
円
 

失
速
 

力
 
@
 し
 

エ
き
 

し
 

の
書
 

夫
 

み
に
 

工
 

読
ト
 

7
 

6
 

去 なする       

  

8, ワークシートで 学習の 

まとめをする。 

  

9, 本 時の学習場面の 音読 

をする。 

七教師の支援 ●留意点 

  

一
寸
 

口
 

す
こ
 

表
 の
と
 

ワ
 重
日
 

て
 持
と
 

 
  

 

た
 

舌
忍
 

、
 

っ
 気
を
字
に
を
 

 
 

惑
 の
 口
 な
り
 夫
 

 
 

さ
か
エ
 

戸
り
 
（
 

一
ヱ
 
Ⅰ
 

か
お
葉
小
が
め
る
 

て
剖
 

 
 

め
童
像
 て
な
 
一
ょ
 

 
 

 
 

レ
 

-
 
こ
 

-
 
と
 

ま
こ
 

セ
冗
 

を
 

一
 
し
る
 

読
児
恕
 せ
か
 
シ
む
 

一
 
た
せ
 

ぅ
る
 
が
ら
さ
 
ク
込
 

表
 ま
を
み
、
 拠
 
。
由
は
 

ど
い
ち
が
ま
 
一
き
 

発
ど
現
読
で
根
る
 理
と
 

廿
 

●
 

●
 

 
 

女
 

評価 

⑨ワークシートに 

読みの工夫を 書き 

込むことができた 

か -   ( ワーク ) 

⑨さおりの様子や 

気持ちが想像でき 

る言葉を見つける 

ことができたか． ， ． 

( ワーク ) 

⑥さおりの気持ち 

が表れるよ う に音 
読することができ 

たか     ( 音調 

⑨友だちの音読に 理 

由付けなしながら、 

さおりの変容を 読み 

取ることができたか ， 

( 新たな書き込み、 

発表 )   
⑨内容を考えて、 

読み方を工夫しな 
がら、 楽しく音読 

できたか。 ( 音読 ) 

仮説の検証 

友 J 

読みたい範囲 

を書き抜き、 

読みの工夫を 

書き込むこと 

ができたか「   

( ワ - ク ) 

友之 

読みの工夫の 根 

拠 になる文を見 

つけることがで 

きたか。 

( ワーク・発表 ) 

友 3 

音読の工夫の 理 

由が分かったか ， 

( 新たな書き込 

み、 発表 ) 

  
ク 3 

読みの工夫の 

理由が分かり、 

自分の音読に 

生かそうとし 

ているか。 
( 音読・自己 

評価 ) 

(4) 評価 

白い消しゴムを 使う う ちに、 やもりのジェスチャ 一の本当の意味を 知ったさおりの 気持ちや様子 

を 想像しながら、 音読することができたか。 
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Ⅷ 結果と考察 

1, 作業仮説 (1) の検証 

フラッシュカードで、 新出漢字の読み 仮名 

を 提示したり、 読みづらい文や 意味のわから 

ない言葉の読みを 練習をすることで、 読みへ 

の 抵抗がなくなり、 言葉や文を正確に 読むこ 

とができるであ ろう， 

[ フラッシュカードの 活用方法 ) 

フラノ ンュヵ一ドで 提示する語句は、 新出漢字 

と読み替え漢字を 取り上げた。 また、 重要語句の 

中から読みづら か 言葉を教師が 選び提示した「さ 

らに、 一人読みの段階で、 子どもたちから 出てき 

た読みにくい 言葉や意味がわからない 言葉を追加 

した． ( 全部で 4 U 枚になった。 ) 

導入として、 毎時、 取り入れ、 音読へつなげた「 

①リ ン 一読みでスビードを 速めていく 

( タイムをとる ) 

②カ - ドを提示する 教師や全員に 聞こえるよ 

う に 、 声のものさしを 意識させる @ 

[ 子どもの様子 ] 

声が小さい子は、 その時ばかりはいつもより 少 

し声が大きくなり、 また、 読めなかった 子は次時 

のために、 休み時間などを 利用して練習している 

姿 がみられた。 ( 7 4%) 
羊ぷ 意欲が増し、 だんだんテンポよく 読めると 

うになってくる 

[ アンケートで 意識調査 ] 

事後のアンケートの 

正ア ヱズ 」 @y キタニ   ビ     は 役   Ⅱ 人， 2 丁 毛 な : 』   
0 間いに対して、 3 8 人中 3 7 人が 

「役に立った」と 答えた，その 理由として、 

・漢字が読みやすくなり 覚えやすくなった。 19 人 

・すらすら読めるよ う になった。 9 人 

， 読みにくいところが 読みやすくなった。 ( はっ 

きり読めた ) 8 人 

などか挙げられていた     

ゲーム的要素で 理解させることにより、 一人 

一人の言葉や 文への抵抗をなくすことが 多少 

なりともできた       

た子どもたちは、 音読の練習の 回数が増えた       

また、 その効果により、 以前よりも読解がよ 

くなり、 ワークシート ヘ 自分の読み取りを 書 

き 込むことがしやすくなったととらえる。 

一時間以内に、 導入の段階で 取り上げる フ 

6/16  1 分 12 秒 

6/18  1 分 19 秒 

6  /19  1  分 01  秒 

2, 作業仮説 (2) の検証 
一人読みの場で、 事前にワークシートに 昔 

読の工夫を書き 込む作業を取り 入れることで 

叙述に戻り、 根拠になる言葉や 文に着目し、 

自分なりの読みができるであ ろう，   

[ ワークシートの 活用方法 ] 

①ワークシートには、 一時間の学習範囲内で 自分 

が読みたいところを 抜き出させる , ・ 

  

②その範囲を「どのように 音読するか。 」 Q 速く 、 

強く 、 う れしそうになど ) 、 読みの工夫をさせる ， 

  

③その意図 ( 理由 ) を書き込みさせるとうにした。 

-%   -  16 - 



W
 

の
㏄
 
工
栂
 
0
 

  

    四 %  舘 佃   14 

  

書き込みしたものが 土台となり、 

  

自己評価で、 ワークシートへの 書き込み ( エ 

夫の説明 ) は、 ほとんどの子が「書けた」と 

しているが、 実際に叙述から 根拠となる文を 

みつけることができた 子は 4 8% であ った。 

それは、 叙述の意味内容や 表現の工夫を 意識 

しないで， 自分の感覚で 音読して、 

かったからだと 思われる 

実際に本単元の 単元大テストでは、 [ 物語 

を読んで答えましょう       コ という説明があ っ 

たが、 解答には文中にない 言葉や文 ( 日常会 

話 ) を書く子が少なからず いた - 

検証の段階では、 叙述に戻り内容の 理解 へ 

つながる活動は 不十分であ ったが、 年間を通 

して他の単元や 説明文でもこの 学習活動を取 

り 入れることにより、 子どもたちは 叙述に戻 

り 、 自分なりの表現の 工夫をして、 確かな 読 

み 取りにつなげていけると 考える   

しかし、 3 年生の段階では、 思った以上に 

く 作業に時間がかかり、 一 単位時間の展開 

3, 作業仮説 (3) の検証 
交流する場で、 読みの工夫の 意図を発表す 

ることで、 他者の読みに 触れ、 自分の読みを 

ふり返り、 聞き手を意識した 音読ができるで 

あ ろう。 
  

[ 交流の方法と 子どもの様子 ) 

"" 胡 
読みの意図を 伝えた後で、 自分の音読を 聞いて 

もら ぅ 。 

  

          ほ く ( わたし ) は、 この文を ( 手で文章を指 ; 
; 示しながら ) どのように ( おこったよ う に ) 読みま         

だからです         
@ ""-""-""-""-""-""-""-""- す ，理由は                                                                                                                                       

理由付けの整理だけではなく、 発表の場では、 

発表の仕方を 支援することで、 教師の意図は 示 

しやすいが、 発表の人数が 増えると、 時間的に長 

くなり、 子どもたちの 集中が途切れがちであ った     
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希望者を全て 発表させるので は な く 、 托 卯の意 

図で発表者を 棚附しⅠアークシー A を参考 / ごノ 、 

違 、 L 花気 づ がせるなどの 手立で ガ 」 ア 要であ る， 

①の交流方法の 反省から、 友達の発表に 耳を 

"           。 "" ぬぬ ぬ "   
ぬ の方 y 囲 

友だちの音読を 問いて、 読みの工夫の 意図を当 

てる ( クイズ形式 ) 

  

            「ぼく ( わたし ) は、 この文を ( 〒 - で文章を指 ; 
; 示しながら ) 読みます「」   

  
  

( 発表者が音読する )   
    

  
          「どんなふつに 読んだでしょう」   
    

  ( 聞いている子が 音読発表者   
    

  の読みの工夫を 答える )   
    

  
          「正解で す 」   

          「理由は 、 という文からそ う           
  

; 思 う からで す， 」   

  

発表者の表現の 工夫を理解するためには、 その 

時の音読をしっかり 聞く必要が生じるので、 ほと 

んどの子どもたちが 集中して聞こ う とする態度が 

見られる よう になった ， 

当たったかど ゥか 、 判定の意識 が " 局 " まったの ぽ 

よ も、 ガ J 、     発 ・ オ 者の音読の表現の 工夫について 目を 

  

              発表者， 7 、 ・ 3-r. 読を受けて、 聞き手側の子 ど             
; が自分なりに 理解したことを 音読で発表す ; 

    
  

  

場面の同じ範囲をそれぞ ォ しの読みで音読すると 

いうことであ るので、 読み取りの差異から 音読の 

工夫に違いがあ ることに気づいたり、 読み取った 

ことが同じでも 音読には工夫の 仕方が違 う ことに 

気づいたりすることによって、 自分の読みをふり 

返りロ己評価できるので、 確かな読みにつながる - 

発表者も解答者も 生き生きと楽しめる 活動が展 

開できた，発表した 友達に音読のよさを 伝えるカ 

ードには、 

「お どろ いた よう に読んでいたので 楽しかった。 」 

「あ りがと う 。 ってい う ところが本当に 不思議そ 

うに読んでいたので 楽しかった ， 」 

叩ご、 ごめん』というところを 本当に困ったよ 

う に読んでいた」など、 

友達の音読の 良さが多数記入されてい・ た 。 

②の交流方法で 読解ができなかった 子も、 ここ 

では、 ワークシートに 書きこんでいない 部分につ 

いても自分なりの 読み取りでその 場面にあ った 昔 

読 をするということなので、 前後の文章の 内容に 

ついて理解しょうと 取り組んでいる 様子もみられ 

②の交流方法の 反省から、 表現の工夫に 目を 

。         。 '"" 。 一 " 

  

た     

ヂ どもたら ぽ 意欲的であ った 九 よク 深 い 内容， 

理解の手だてとして． / なぜその読み 方にしたの 

か。 / また、 Ⅰその読み方で み 、 いのか " ノじづくク 

②の方法 十缶答 者も自分が答えた 工夫で同じ 

部分を音読する。   

  考えさせる芽も ア 要であ る " 

[ アンケートで 意識調査 ] 

、 肌 乙だち 我萌 森友はどう ヱ ．ニム か 、 d. ‥の間 い に 
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対して、 

・とても上手 8 人 

のように、 友だちの音読の 工夫をよく理解し、 感 
勒 しているが、 一言の印象で 述べている子ども 

・すらすら読んでいる 5 人 

  声が大きい 5  / Ⅰ 

・点や丸に気をつけている 4 人 

・大きさ、 速さが違 う 4 人 

・音読の時に 正しい声のものさしがわかった t 人 

・友だちの正しい 声の大きさをまねじたい 1 人 

という具体的な 音読のめあ てにつなげる 子ども 

・意味を考えながら 読んでいる 5 人 

・読んで かるノ、 が 主人公みたい -( 、 気持ちが伝わった 5/ Ⅰ 

・二天の仕方がわかつた 4 人 

・聞いていたら 読みた く なるし、 まねしたくなった 5 人 

・読む範囲が 同じでも読み 方が違 う 1 人 

・その範囲の 理由がはつきりわかつた ] 人 

と 場面の範囲の 内容をよく理解して、 自分の読み 

を振り返るきっかけとなった 子どももいた。 

[ 考察 ] 

けではなく、 具体的に自分の 読みとの違いに 

ついて書き込みができたということは、 音読 

の 良さに気づき、 音読を工夫して 表現すれば 

0 発表につなげることができると 考える   

また、 音読について 子どもたちの 意識を学 

ような変容がみられた - ( グラフ参照 ) 

 
 

掬 

Rfl  Wu@o>H7l-CE?S'L'0>(;W@-Cf-@ ｜
 

  

きらり 

                    まあ   

舩蘇 

お互いの読みの 工夫を交流する 場を設ける 

ことにより友達の 音読に触れ、 その良さを 認 

め 、 自分の音読に 生かしたいという 表れでは 

ないかと思われる。 また、 自分が書き込んで 

いない部分も、 交流によって 共有化が図れ 、 

物語のような 長文の内容理解には 有効であ 

Ⅸ 研究の成果と 課題 

[ 成果 ] 

0  たどり読みをする 子 ( スラスラ読みができな 

い子 ) は 、 言葉や文としてまとまった 読みがで 

きない子なので、 長文の物語や 説明文の読み 取 

りには、 ゲーム的な要素をもちながら 言葉や文 
の 練習ができるフラッシュカードが 有効であ 

る「フラッシュカードを 毎時間繰り返し 行うこ 

とにより語句への 抵抗が和らいで、 文や文章が 

音読しやすくなる。 

0  一人読みの段階で、 ワークシートに 自分なり 

の音読の工夫を 書き込む作業をさせることは、 

文章の叙述に 戻り、 根拠になる言葉や 文に着目 

しやすくなり、 より効果的な 音読の工夫につな 

がった「 

0  他者の上手な 読みに触れることにより 自分の 

読みをふり返り、 聞き手を意識した 音読を工夫 

しょうという 意識が高まり、 読みの共有化が 図 

ね 、 確かな読みの 理解にっながることができる。 

0  音読の授業は、 基礎・基本であ る言葉や文の 

理解をよりよくさせ、 段落相互の関係を 考えた 

り、 場面の変化など 叙述をもとに 正しい読み取 

りが スムーズにできる。 

0  この単元は、 次 時の単元や、 年間を通して、 

国語の授業のずき ，珪化を高め、 子どもの意欲につ 

なげることができる -. 

0  文学的文章における 内容理解を深めるために 
音読の指導の 工夫は効果的であ ると考える。 
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[ 課題 ] 

0  フラッシュカードは 毎時間、 導入の段階でと 

りあ げるので、 新出漢字、 難語句や重要語句は 、 

単元全体を見通して 精選する必要があ る。 

0  ワークシート へ は。 ほとんどの子が 表現の工 

夫は書いていたものの ，その意図 ( 理由 ) に根 

拠となる文を 示している子どもは 少なかった。 

叙述に戻る手立てとしては 弱かった。 

0  ワークシー トの 書き込みの仕方を 指導するこ 

とが精一杯で ， 子どもの考えを 十分把握するこ 

とができず，交流の 場で教師が意図を 持って 生 - 

か す ことができなかった 

0  個々の考えを 確かなものにするためにも、 書 

き 込む作業は大切な 役割をするが、 [ 音読づ書 

き込みづ交流 づ 音読 ] の流れにするには、 時間 

的に厳しい。 一人一人音読する 時間を十分確保 

できる 2 3 にしたい， 

0  子どもたちが 意見の違いを 実感し， 自分の考 

えを見直すきっかけとなるためにも ， 自分なり 

の読みの交流だけではなく、 読みの違いを 共通 

理解できる交流の 方法を工夫する 必要があ る。 

[ おわりに ] 

子どもたちが、 生き生きと取り 細みながら文章 

に親しみ、 理解にっながる 授業を目指して 6 ケ月 

間 、 研究に取り組んできました． 

音読を通してどれだけ 理解につなげることがで 

きるのか不安でしたが、 やはり、 一番の課題は 子 

ど圭 ) たちがこの活動にのってくれるかどうかでし 

た．いろいろな 文献を参考にしているにもかかわ 

らず、 なかなかうまく 運べず、 毎日が手探り 状態 

な私をサボート し 、 検証しやすいようにと 子ども 

仕らを導いて 下さった安息聡子先生、 本当に感謝 

してかまず 

研究期間中、 ご指導して下さいました 大城 淳男 

所長、 常闇正和係長、 山里昌樹指導主事はじめ、 

研究所職員の 皆様、 そして I T 指導員の皆様には、 

大変お世話になり、   感謝申し上げます。 

また、 忙しいに ヰ ) かかわらず、 いつでも私の 意 

向を優先に考え、 指導して下さいました 前田小学 

校の中太一先生、 本当にあ りがと う ございます． 

この研究の成果と 課題を現場に 持ち帰り、 さらに 

深めていきたいと 思います。 

研究の機会を 与えて下さり、 尚 かつ、 授業の際 

には、 参観し 、 励まして下さった 伊祀 厚子校長先 

生 はじめ、 同僚の先生方、 感謝申し上げます。 
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